
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八田中学校 

 ℡0773-44-0024 

八田中学校の「校風」 

    ☆ 元気にあいさつ 

    ☆ まじめに頑張る 

     ☆ 一丸になる  

防災学習・避難訓練 
（水害・土砂災害、不審者対応） 

６月 17 日（火）に今年度３回目の防災学

習・避難訓練を実施しました。 

平成 30 年に校区で災害があったことも踏ま

え、水害・土砂災害の恐ろしさや命の守り方に

ついて学習しました。綾部市の防災マップを使

い自宅周辺や自宅から避難所に避難する際の危

険個所の確認も行いました。また、近年、頻発

しているゲリラ雷雨から身を守るために必要な

ことや雷雨をもたらす雨雲の動きを予測する方

法等についても学びました。登校時に雷雨の危

険があるような場合は、命を守ることを最優先

し、自宅待機することなども確認しました。 

不審者対応についても、全校生徒で確認を行

いました。 

 

授業参観・地域懇談会 
お世話になりました 

6 月 18 日（水）、授業参観と地域懇談会を実施

しました。今年度は、修学旅行と校外学習の報告

会を異年齢集団で行いました。1 年生はポスター

セッション形式、2 年生はプレゼンテーション、

３年生はスピーチ形式で発表を行いました。多く

の保護者の方に見ていただくことができました。 

地域懇談会では、学校から 1 学期の様子を報告

したり、資源回収（８月２日）、美化作業（９月

20 日）について、実施に向けた確認をしていた

だいたりしました。ご参加いただきました保護者

のみなさま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

美化作業については、「すぐーる」にてお知ら

せしたとおり、日程を変更しております。ご理解

とご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

１学期 ありがとうございました 
 
本当に短くあっという間の梅雨でしたが、続いて熱中 

症と雷対策に追われる暑い夏に入りました。暑さ指数 

（WBGT）と雷レーダーを何度もチェックする毎日です。そのような中、３年生

教室のエアコンが故障し、隣の教室へ引っ越して生活しています。明日か

ら始まる夏休み期間中も子どもたちが安全に登下校できますよう、地域の

皆様方の見守りをよろしくお願いいたします。 

また、この１学期は、「給食費値上げ」や「万博への校外学習」など、ご

家庭にご負担やご心配をおかけしました。ご理解・ご協力いただきましたこ

とに改めてお礼申しあげます。 

 時間の過ぎるスピードは変わるのか    
さて、「年齢を重ねると時間が過ぎるのが早く感じられる」と言います

が、あっという間の１学期でした。子どもたちはどうだったのでしょうか。新

入生は中学校生活に慣れるのに苦労し、長かったかもしれません。一方、３

年生は修学旅行や復習テスト・総体など忙しく、昨年・一昨年の１学期より

も早く感じたかもしれません。 

時間と言えば、八田幼稚園の教室で素敵な時計に出会 

いました。一生懸命に作ってできた偶然の作品に創造性を 

刺激されます。１日２４時間は誰にも平等に存在しますが、こ 

の時計では時間帯によって時間が早く進んだり遅かったりし 

そうです。 

いよいよ夏休み。楽しい時間はあっという間に過ぎます。具体的な計画

(To do→すること)を決める前に、どのような生活をしたいか（To be→あり

たい姿）を決めて夏休みに入ってください。 

エキサイティングなゲーム   終業式を前に野球とソフトテ 

                                  ニス（予選会）の総体が行わ                                    

                                   れました。野球部は残念ながら

←左のような結果でしたが、 

観客と一体となった熱戦でした。代打でレフト線へ３塁打を放った選手（３ 

年生）が、２塁から３塁へ進む「決断の瞬間」は大変スリリングで、３塁への 

ヘッドスライディングからは気迫が伝わってきました。常々子＋＋どもたちに

言っ 

てきた「練習 1000日、勝負は一瞬」を体現するシーンでした。 

 ところで、野球のスコアボードには、H E Fc というアルファベットが書か

れています。打撃行為により打者が出塁した場合の記録で、Hはヒット、Eは

エラー（守備側のミス）、Fcは複数の守備が考えられる場面での選択間違

いです。また、この他にも「記録に残らないエラー」があります。 

野球は「筋書きの無いドラマ」と言われますが、私たちの毎日も野球同

様に選択の連続であり、時には選択を間違え予定どおりに進まなかったり

します。自分の力で成功したように見えて、実は相手の失敗に助けられて

いたということもあります。引退する野球部の３年生は、先頭を切って有終

の美を飾りました。学んだ多くのことを今後の生活に生かしてください。 

そして全校生徒へ。夏休みという特殊な期間（９８４時間）には、一生の

財産となる出来事や感動の瞬間が隠れています。それを手に入れることを

可能にするスペシャルな期間が夏休みです。時間の流れは見えませんが、

あたりまえのように過ぎる日々の「時間」に価値を与えてください。 

夢叶うまで挑戦！                     校長   小林 孝伊 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 完全下校

2 土

4 月

5 火

6 水

7 木

19 火

21 木

22 金

25 月

27 水

29 金 12:00

30 土

夏休み中の部活動の予定につきましては、部活ごとに顧問からご

連絡いたします。

始業式

府中学生ソフトテニス研修大会北部大会

PTA資源回収　7:30～　京都府吹奏楽コンクール

中学生交流会参加生徒学習会AM

学習会（3年生）

学習会（３年生）

学習会（３年生）

行　　事

学習会（１,２年生）　ホームステイ説明会　19:00～

学習会（１,２年生）

中学生交流会

学習会（１,２年生）

綾部市PTA連絡協議会　会長会　19:00～

 

 

 非行防止教室（６月 27 日） 
 夏休みを前に綾部警察署のスクールサポーターの岩崎

ゆかり様を講師としてお招きし、非行防止教室を行いま
した。薬物乱用などの犯罪に手を染めないことはもちろ
んのこと、SNS による犯罪被害などの事例から、加害者
にも被害者にもならないように気を付けることなどを学
びました。生徒たちは真剣に話を聴いていました。 

 人権学習（7 月 7 日～） 
 各学年で人権学習を行いました。１年生は「基本的人

権・コミュニケーション能力」、２年生は「外国人の人権
と多文化共生」、３年生は「結婚差別・就職差別を中心と
した同和問題」について学び、考えました。生徒の感想
からは、人権学習を通して正しい理解や認識の基礎を培
い、人権意識を高めることで、差別解消に向けた具体的
な行動につなげようとする姿勢が見られました。差別は
必ず人の手でなくせるという認識のもと、今後もしっか
りと人権教育を進めていきたいと思います。 

 世界連邦 出前授業（７月 14 日） 
 綾部世界連邦運動協会役員の皆様をお招きし、世界連

邦出前授業を実施しました。世界連邦都市宣言を初めて
行った綾部市の平和を希求する精神を通して、平和や協
力の大切さを身近に感じる機会となりました。講演を聞
いた後にグループで話し合い、「世界連邦実現の必要性」
「学ぶこと、学んだことを伝えることの大切さ」「双方向
性の視点の大切さ」などを発表する生徒の姿から、学び
の深まりを感じました。 
今年度、本校では修学旅行で、第五福竜丸展示館を訪

問するなど、平和を考える学習を進めています。11 月
19 日(水)には「オピニオン交流会」として、３年生国   
語教材「挨拶－原爆の写真によせて－」を題材に、地域
の方々、そして、今回お世話になった綾部世界連邦運動
協会の方々とのディスカッションを行います。 

 中学生“みらい”会議（7 月９日） 
 綾部市内の全中学２年生が参加する中学生“みらい”会

議がオンラインで開催されました。ヨガクリエーターの
村上ヨガ子様と「A 組」を主催されている田中拓真様か
ら講演をいただきました。綾部市にUターンして来られ、
活躍されている２名のお話に触れ、綾部市の魅力を感じ
たり、将来の生き方を展望したりする機会となりました。 

学校のホームページを開設しています。行事や連絡事項の確認にご活用ください。 
 URL https://www.kyoto-be.ne.jp/yata-jhs/cms/ 

 七夕まつり（７月５日） 
 

 
５/13） 

吹奏楽部がなかすじ児童センターの七夕
まつりに参加させていただき、多くの方の
前で演奏を披露しました。３年生にとって、
全員で演奏する最後の発表でした。その発
表が、地域に貢献できる機会になったこと、
多くの拍手をいただき、生徒たちにとって
充実感あふれる機会になったことをうれし
く思います。 


